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参戦･観戦ツアー募集中！
■参戦ツアー日程表
日時 発着地／滞在地名

東京(成田空港)発

現地時間|交通機関 摘要

南波誠氏が現地で合流／ 1996年

3月9日

（土）

夜 航空便 ●空路､クライストチャーチ経由で
オークランドヘ

（機内泊）

I

スキッパー兼ナビゲーターとしてニッポンチ

ヤレンジの顔となった日本を代表するセイラ

ー南波誠氏が現地ニュージーランドで合流し、

ツアーメンバーをご案内します。レースの解

説、トップセイラーとの歓談など、南波氏の

豊富な経験と知識が、観戦の旅の思い出作り

をより一層深めることをお約束します。

オークランド着 午後 専用車3月10日

（日）
●着後､ホテルへ

（オークランド泊）
２
’
３ 3月11日
（月）

3月25日

（月）

オークランド滞在 終日 ●レース参戦または､自由行動

(オークランド泊）〃
｜
旭 3月26日

（火）
朝
輸
報

●一路､オークランドヘ

●空路､帰国の途へ
●通関手続き後､解散

オークランド発

東京(成田空港)着
専用車

航空便

、餌※発着時間、交通機関は変更になる場合があります。

『参戦･観戦ツアー最新情報」
●参戦希望の方に現地NZからチャーター艇の情報が入りました。
「ファ-38」が、格安でチャーター出来ます。

●アメリカス・カップを保持するロイヤル・ニュージーランド・ヨット・ス

クォードロンでのアメリカス・カップを闘ったクルーとの交歓パーティが

企画されています。また、ツアー参加者にはIDカードが発行されます。
●ご希望の方には、ボートビルダーなどニュージーランドのマリン関係各社
の訪問・見学もご用意できます。

●参戦希望の方には、ニュージーランド人クルーのご紹介、また、スケジュ
ールに合わせた料金設定も可能です。

※お問い合わせ、寅料請求は下記までお願い申し上げます。

人か好き。地球か好き。旅かスキ。

■観戦ツアー日程表
｜日時｜発着地／滞在地名|現地時間|交通機関
111996年｜東京(成田幸港)季’布｜航奉停

摘要

1996年

3月18日

（月）

東京(成田空港)発 夜 航空便 ●空路､クライストチャーチ経由で
オークランドヘ

（機内泊）

オークランド着 午後3月19日

（火）

専用バス ●着後､オークランド市内観光
(マウント･イーデン､ハーバーブ

リッジ､タマキ･ドライブなど）
（オークランド泊）

２

§

3月20日

（水）

1

3月21日

（木）

オークランド滞在 終日 ●レース観戦または､自由行動3

～
４
’
５

(オークランド泊）

3月22日

（金）

オークランド発

（ワイモ観光）
ロトルア着

終日 専用バス ●一路､ロトルアヘ。途中､ワイト
洞窟観光などをご案内します。

（ロトルア泊）
PP▲Q旬
▼▽

0、
△凸

bp▼句a
"排日ノズト 午前

午後

夕刻

3月23日

（土）
専用バス ●ロトルア観光｡(ポフツ間欠泉、

レインボー･スブリングスなど）
●一路､再びオークランドヘ

着後､ホテルへ(オークランド泊）

6

ロトルア発

オークランド着

参a〃"EWZEaLa"〃
ニユーシー三ニヂ…

3月24日

（日）
オークランド滞在 終日 ●自由行動７

’
８

(オークランド泊）

3月25日

（月）
亨
１
Ｊ

朝
莉
夜

専用車
航空便

●一路､オークランドヘ

●空路､ナンディ経由で帰国の途へ
●通関手続き後､解散

オークランド発

東京(成田空港)着●お問い合わせ､資料請求

近畿日本ツーリスト千代田海外旅行支店
※発着時間、交通機関は変更になる場合があります。

旅行代金：

食事：

最少催行人員：

利用航空会社：

利用予定ホテル：

添乗員：

280,000円(参戦)260,000円(観戦）

なし(参戦）朝6回､昼2回､夕0回(観戦）

10名

ニュージーランド航空

ホワイトヘロン又は同等クラス

同行しませんが現地係員がお世話します。

〒100千代田区有楽町1-7岩1有楽町電気ビル南館16F

運輸大臣登録一般旅行業第20号（社)日本旅行業協会会員

TELO3-3212-4811FAXO3-3284-1218担当:鈴木､岡田

主催：近畿日本ツーリスト㈱後援：ニュージーランド航空

企画：ヨッティング賛同：ニュージーランド政府観光局
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船体｢荒天時でも やスパーは

絶対大丈夫という自信があった」

第25回八丈島レースを完走して

●ﾘボー ﾄ/川島正通(<UFO>ｵー ﾅー /ｽｷｯパー ）
●写真／下村友明、長洲史郎(<UFO>クルー）
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11月5日06：24朝日を受けながら初島沖にフイニッシュする<UFO)

私にとって、今回の八丈島レースは、1992

年の烏羽レースで始まったといってよいであ

ろう。あの参力艇の大多数がリタイアした時

に、先代の<UFO>もリタイアせざるを得な

かったのである。その原因はクルーの練習不

足も大きな理由の一つではあったが、ハード

の面から見れば荒天下での居住性の悪さに

よるクルーの極度の疲労、波を一つかぶれば

浸水して消えてしまう桜マークの航海灯また

航海灯の漏電によるGPSの不調等により、2

晩目の夜間航海を断念したのである。この経

験を基に、通常の荒天ではリタイアする必要

のない艇の建造を思い立ったのであり、その

目標を八丈島レースを無理なく完走できるク

ルーザー／レーサーとしたのである。

新<UFO>(エリオツト35．GPH599.7)

は、細部には不満は残るものの、荒天下での

パフォーマンスは期待通りのものと仕上がっ

ついていないのであきらめ、ケブラーパネル

を装着。ダクロンをスペアーとして搭載した。

11月3日10：00､南西の微風の中をライ

トジェノアでスタート。前日まで強すぎる程

の風が4日間吹き続けていたのがまるて嘘の

ような海面であった。昨年のｲ網代カップの

二の舞かとポヤいていたが、11:30頃

VHF16CHで気象警報が入り、関東海域では

35ノットの西風が吹き、警幸剛光続時間は翌日

09:00までとのことであった。周囲の状況か

らは信じられない思いであったが、やがて1

マイル程開徹していたくう､ソキーレディ＞が大

きくヒールし始め、ほどなく<UFO>にも腰

のある西風が入り始めた。間もなく風力は次

第に上り、＃3にジブ交換、終わったらメイ

ン1ポイントリーフ、それが終わったら＃4

にジブ交換、終ったらメイン2ポイントリー

フ、とあっという間の連続技で、最小のセー

た。昨年の八丈島レースは私自身の仕事の都

合で参加できなかったので、今年は早くから

参加を表明し、私の仕事の都合もこれに合わ

せ、クルーの日程も調整することができた。

しかし、いざとなると船検で近海の臨時航行

許可を取るのにひと苦労したが、舟釧日電話を

持っていることで臨航の許可を得た。ちなみ

に国際VHFは船検では通信手段としては認

めてもらえなかった。

今年のレースは小網代湾沖スタート→八丈

島反時計回航→初島フイッシヤリーナ沖フイ

ニッシュのコース(15ケマイル)で、参加艇は

IMS2隻、CR2隻の合計4隻であった。参加

艇力爵少ないのは残念であったが､<ラ､ソキーレ

ディ＞のオーナー稲葉氏の大変なご尽力によ

り実現したものである。出港前メインセール

の選択に迷ったが、3DLは1ポンリーフしか

－1－



ナイトワッチも一応笑顔で フィニッシュまであと何時間？じっとわが手を見つめる

ルとなってしまった。大島の東側は非粥に波

が悪く、四方八方から鋭い三角波が崩れなが

ら襲いかかって来る感じであった。このまま

では夜間の航行は厳しそうなので、一瞬リタ

イアの悪夢がよみがえったが、晴天ではある

し、よい月夜力朔待できたので、しばらくは

レース続行と決めた。

夕刻、大島を右舷後方に見るようになった

頃には波の方向が大体定まってきて、また風

も40ノット程度以上には上りそうもないの

で、リタイアはなしと決定。

そのあとは時々来るデッキを乗り越えるよ

うな大波で体を持って行かれそうになるくら

いで安定した走りを続けた。18:00鹸初のワ

ッチオフでバースに入る力雰、快適な筈のバー

スが3次元に急激に振れまわって眠るどころ

ではなく、まだ波の酷さを実感させられた。

しかし時間が進行するにつれ、次のワッチオ

フからは、身体も慣れたため良く休むことが

できた。20:00のロールコール時には三宅島

の東南東に達し、〈ラッキーレディ＞とくボラ

ンス＞のリタイアを知る。御蔵島を通過する

頃からそれまでの西南西の風が後方に振れ始

め、スターボーで八丈島の西側に出られるよ

うになった。風は西北西で安定して吹き続け、

11月4日04：00八丈小島ノ瀬戸を通過｡八丈

島最南端の小岩戸ヶ鼻を慎重を期してダッキ

ングで回航し､石積ヶ鼻をMAG270｡に見たの

は、11月4日05：45であった。

帰路は風が西北西に回ったため、ふたたび

ポートでのクローズリーチとなった。10:00

頃、八丈島と稚臓島の中間あたりで、操業中

のi鰯合と遭遇。一本釣りで赤い魚を上げてい

たが尾長鯛だろうか？この季節の荒天の中

を小さなセールを上げ、ただ一隻で走ってい

るヨットを見てi繩叩も齢いたことだろう。三

宅ヨット局とのロールコールは、島の北側で

はよく入るが、南側ではほとんど交信ができ

なかった。

三宅島の北東20マイルの位樅で急に瓜が

落ち、城ヶ島の南以米始めてのセール交換。

フルメインにライトジェノア。すぐに全くの

無風となり、海面は'嘘のように凪いでしまっ

た。約4時間無風の中でのたうちまわること

になったが、クルーの中には月曜日の会社出

勤の心配までする者がでてきた。

この季節のことだから、必ず吹いてくるか

ら心配するなとなぐさめている問に、今度は

北東力可吹き始め、すぐに＃3に1ポンメイン

となる。無風の間に黒潮本流で北束に1.5ノ

ット前後で流されていたのが幸いして、北東

の風で一気に大島の東をかわして初島のフイ

ニッシュラインに向かうコースに乗ることが

できた。

大島三原山と月力沈むというオツな風景を

楽しみながら、若干の逆潮も物ともせず、快

調な滑りで11月5日06：24：10フイニッシ

ュした。

ちょうど海面から上り始めた陽光の中、レ

ース委員諸兄、〈ラッキーレディ＞とわざわざ

油壺から初島まで出迎えにきてくださった

くボランス＞のクルーの皆さんの歓迎を受け

ながらのフイニッシュは私にとって感動的な

ものであった。

今回のレースで荒天の中を完走できた理由

は3つある。1つははじめに述べた<UFO>

の荒天下でのパフォーマンスへの信糎惑であ

る。帆走中どんなに波に叩かれても、船体や

スバーは絶対大丈夫という自信があったから

こそ走り続けることができたと思う。2つ目

は、キャビン内で十分な休養を取ることがで

きたクルーのパワーである。<UFO>はヒール

した船内でも、ワッチオフのクルーは風上側

のハードボトムバースを水平に保って眠るこ

とができる。

内装は極めてシンプルで豪華な感じはゼロ

であるが、オーバーナイトのレースでは絶対

必要な装備であろう。今回は日中6時間の2

ワツチ、夜間は4時間の3ワツチのスウェー

デン式のワッチシステムを取ったが、2晩以

上のセーリングでは、この方法が一番良いと

思う。今回の<UFO>の!I'堅クルー2名はか

なりレースの経験を積んできていたはずであ

－2－

るｶゴ、ワッチシステムで乗ったのは初めてと

いうことであったのには驚いた。このあたり

にも最近のデイレースオンリーの風朝が生ま

れた原因があるのではなかろうか。

外洋ヨットのオーナーの皆さんはどのよう

にお考えだろうか?第3は､今回はｾー ﾉ戸

の枚数制限が外されたことである。これは、

スペアーメインの搭載を認めるべきだという

私の提案をレース委員会が受け入れてくれた

結果である。長期間にわたり、少なからざる

費用をかけて準備し、クルーも無理に休暇を

取って参加したレースで、メインを破損した

だけの理由でリタイアしなければならないな

どということは愚の骨頂である。

今回は<UFO>では幸運にもメインを破批

することはなかったが、〈ラッキーレデイ＞は

メインを破ってリタイアしたとのことである。

スペアーメインの搭栽を認めていないORC

のルールは悪法であると思う。世界でも有数

の酷しい海域でレースを主催するNORCは、

どのレースでもスペアーメインの搭栽を認め

ることを提案したい。いままでに何度かレー

ス委員会にスペアーメインを認めるように猫へ
案したが､｢スペアーメインを持っていない艇

に不公平になる」という理由で断られてきた。

私は逆だと思う。スペアーメインも持ってい

ない艇など、私に言わせればシーマンシップ

に欠ける艇である。外洋レースの完走を目指

す艇が制限を受けることこそ、不公平と言う

べきであろう。スペアーメインを持たない艇

の外洋レースへの参加こそ、むしろ制限すべ

きである。安全委員会はどのようにお考えで

あろうか。さもないと日本での外洋レースの

衰退に手を貸すことになるのではなかろうか。

雌後になりましたがレース委員会、通信

委員会その他今回のレースにご尽力くださっ

た皆様に深甚なる敬意と感謝を捧げる次第で

ある。
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関東選手権シリーズを振り返って

|MSｸﾗｽに移行したくｱーｶﾝべｲ>(IORﾜﾝﾄﾝ)のｼﾐｭﾚーｼｮﾝ
●ﾘポー ﾄ/植松 清(関東支部帆走委員長）

シリーズ全体が安定した風に恵まれて、レ

ースは全てのスケジュールを予定通り終了し

た。もっとも風の弱かった第6レース（神子

元島96.4マイル）でも8～10ノットで－時、

フィニッシュ近い城ヶ島沖では無風に近い状

態もあったが､ファーストフィニッシュのくド

リームピック〉（ファ-44）が23：48,18”（ス

タートは09：10)｡単純に計算すると6.58ノッ

トで走っている。最終艇が4.81ノットで相模

湾でのオフショアレースとしては平均的であ

ると思う。

一第1レース（初島50マイル）が前半、風が

弱く8～18ノットと同じくくカリフォルニ

ア･ドリーマー>(N/M50)が6.65ノットと最

終艇が5.06ノットで風域が高かったことを示

している。10月8日と10日に行われた第2

～第5レースはブイレースのソーセージコー

スで、風速は20ノット前後。2日間ともに終

始安定した北寄りの風が吹き、しかも波高が

小さいために密度の濃い見応えのある戦いが

繰り広げられた。

今回の成功の－つに、既存のオフショアレ

ースを組み入れたことがあげられる。まず、

第1レースはショートオフショアとして

KSC7戦初島レースを兼ねて行い、KSC

シリーズ最多の55艇が参加。大変な盛り上り

だった。第6レースのロングオフショアは第

40回神子元島レースを兼ね、最多の42艇が出

へ走した。

IORボートの今後の行方

このシリーズのエントリーを見ると|MS

が32艇、IORが6艇、CRが6艇とフリート

の70％以上を|MSが占めている。年々減少傾

向にある|ORボートの数が減り続ければ、ク

ラスとして成立させるのが困難になる。

現在、関東支部帆走委員会としてはIOR7K

ートのオーナーやスキッパーに呼び掛け、来

年以後のNORCのレースシーンでIORが

どうあるべきかを話し合うことにしている。

このリポートが掲載される12月号がでる頃に

は結論が出されていると思うが、国際的には

消滅しても国内では乗り手側の意向次第でそ

の方針を決定しようとしている。

また､'95年5月に本部|MS委員会と本部計

測委員会から|MSレギュレーションズ1994,

103.2､レーシングディビジョンにおける救済

措置が発表された。この発表の中で|ORレー

ティングを持たない艇でもレーシングディビ

ジョンにおいては、艇の全長からORCグリ

ーンブック（レベルレーティング）の規定を

クリアしていれば、アコモデーション・レギ

ュレーションにおいてグランドファーザリン

グされるとある（この詳細については本誌

1995年7月号を参照されたい)。

現実にこのシリーズの|ORクラスで優勝

したくアーカンベイ〉は直前にIMSを取得し

ていたが、クラスやフリートチーム編成等の

事|冑で|ORでのエントリーを無理を押して

お願いした｡GPHは594.3でマム36と比較す

ると1.9秒高い数値となる｡このシリーズが終

了した数日後に事務局の協力を得てあるシミ

ュレーションを試みた。〈アーカンベイ>が出

場した|ORクラスは|MS-Aクラスと同時ス

タートだったのでこの試算が可能だったのだ

が､仮にIMSでエントリーした場合どうだっ

たかを試算したものである。

<アーカンベイ>(IORボート)が

IMSクラスでエントリーした場合の

シミュレーション

第1レースはコース距離：50マイル、コー

スタイプ:50cern(PCS)でスクラッチ

シート上で比較すると、風速10ノットで1位

のくカラス〉（マム36）とマイル／0.9秒くア

ーカンベイ〉は速く走らなければならず、風

速12ノットでは逆転して2.1秒くカラス〉が速

く走らなければならない。さらに14ノットで

はその差は4.8秒になる。この時、ファースト

ホームのくドリームピック〉との比較では10

ノットで46.5,12ノットで45.6,14ノットで

45.4秒となる。〈カラス〉の修正時間CTは7

hl2m34sで2位のくブレスト>(マム36)は

CT7h21mOs｡<アーカンベイ〉のCTは7

hl4m37sとなり、1位と2位の間に入ること

になる。また、第2レースではコース距離：

8.5マイル、コースタイプ:6%B-R-RUN

でスクラッチシート上で比較すると、風速20

ノットで1位のくシーホーク八イ5〉(マム36）

とマイル／4.8秒、風速16ノットで7.1、風速

14ノットで9.4秒くシーホークハイ5〉が速く

走らなければならない。この時ファーストフ

ィニッシュのくドリームピック〉とはそれぞ

れ、54.8,53.7,50.9秒差となる。ここでは

くシーホーク八イ5〉がCT1hl8m27sで2

位のくドリームピック>がCTIh20m56s｡<77

ヘ

ー。－

－カンベイ>のCTは1h20mlOsとなって、こ

こでも1位と2位の間に入ることになる。

第5レースまでの仮定では2-2-1-3-3とな

って、実際の第5レースまでの結果はくシー

ホーク八イ5〉が5-1-1-3-1でトップに立って

いるが、1，3，4レースが入れ換わり、〈シ

ーホーク八イ5〉が16.5ポイント、〈カラス〉

が20.875ポイント、〈ドリームピック>が41ポ

イント、〈アーカンベイ〉の仮想得点が11.75

ポイントでトップに立つことになる｡<アーカ

ンベイ〉はこの|MS取得の前に、セイルプラ

ンとキール重量の改造を行っている｡メイン

セイルはEを6.06として39cm長くし、キー

ルは中心付近にあったダミーを145kgの鉛と

交換し、これによってライティングモーメン

jRMは139.5と以前の133.8と比較すると大

幅に向上した。また、ダイヤモンドセイルの

協力もさることながらクルーも長期に渡って

同じメンバーを維持し、ブイレースでは全く

無駄のない見事な走りをしている。今回の成

績もこうした努力に裏打ちされたものである。

マム36フリートがクラスBのくシャラク〉

を交えて特に熾烈な戦いを展開した第6レー

ス（96.4マイル）の復路ではコースを右に走

る艇団と大きく左に離れ、〈ゼネット>ととも

大幅に遅れたくアーカンベイ〉は仮想|||自位で

14位に終り、シミュレーションの最終結果は

くシーホーク八イ5〉が18.75ポイントで優

勝。〈カラス〉が35.875で2位、〈ドリームピ

ック〉が5000で3位。53.75ポイントの仮想

得点で4位に後退した。4位のく織姫>が57.5

ポイントになり以後順位が下がるという結果

となった。

以上のこの試算は､|ORから|MSへの移行

の促進を目的とする試みであり、決して勝者

を愚弄するものではないことを付け加えて各

位のご理解を賜りたい｡また､<アーカンベイ〉

の後藤裕オーナー並びにクルーの皆様にはコ

ミッティの無理なお願いに協力していただい

たことを誌面を借りて御礼を申しあげたい。

また、この拙文が現IORボートの関係者に

とっていささかの光明になれば誠に幸いである。

ノ
I



●IMS-Aクラス総合優勝くシーホーク八イS>(マム36)

シリーズレースを制する充実感を味わえた〃

<ｼー ﾎー ｸﾊｲ5>ｽｷｯパー 中嶋一夫

今シリーズを振り返る前に、まずレースコミテ

ィの皆様にお礼申しあげます。手際よい運営で風

に恵まれた最高のコンディションの中、レースが

できたことに感謝いたします。

我がチームは、今年7月の烏羽パールレース以

後、目標を関東選手権に据えて練習をしてきまし

た。特に今回、得点係数が3倍になる神子元島レ

ースがカギを握ると考え、9月の連休にオーバー

ナイトの練習も兼ねて神子元島を回航しました。

台風の余波とドシャ降りの雨でしたが、若いクル

ーにとってはいい経験になりました。

練習の成果が試されるシリーズ本番では、5レ

ース終了時総合2位のくカラス〉と神子元島レー

スでデットヒートを演じました。神子元島回航で

はくカラス〉に先行され、マークしていたにもか

かわらず、日没後にちょっとしたミスによりく力

ラス〉を見失った時には、“得点係数3倍"の重み

を痛感しました。しかし、あきらめずブローを拾

って走った結果、フィニッシュには差を広げたこ

とを知ったときに、優勝の喜びと同時に練習の甲

斐があったと実感しました。

第1レースの初島で5位とつまずき苦しいスタ

ートとなりましたが、今回タクティシャンとして

戦ってくれたバウアー・ベツキンの経験と確実な

仕事に助けられ、優勝できることができました。

また、シリーズレースをまとめあげる難しきを一

段と感じました。そして何よりも若いクルー中心

の我チームに、厳しくときには優しく、勝つ喜び

を教えてくれる世良オーナーの存在も忘れること

はできません。

最後に、この優勝に傲ることなく今後も練習を

続けて真に実力のあるチームになるよう努力して

量W己帆qL

…海』一

…藩
､虻2審V,

iミ
1

一

1

王寺

鞍望当

藩翠

いきます。そして来年はフリート優勝をと思って

います。そのためにクラス別のポイント方法を考

えてほしいですね。

へ
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●IMS-Bクラス総合優勝くあずさ>(ファ-34IMS)

関東外洋ﾖｯﾄ選手権シリーズに勝利して
<あずさ>オーナー杉村直樹

1990年の沖縄～東京レースに出場した時、圧倒

的な速さで走ったIMSボートの驚異的なスピー

ドに夢を見ているような驚きを感じた。それから、

|ORボートとのスピードの差を何回も実感させ

られていたマム36が現れて、またまた、その違い

をぼうぜんと見ていた。

それからいつの日か我々〈あずさ〉もマム36を

夢みて、乗り変えるチャンスを狙っていた。しか

し諸磯港での許可が得られずにいた。IMSJf-I､

〈トレーサー〉が乗り変え、その速さに刺激を受

けた。迷ったすえにファ-34IMSを発注。ニュー

ジーランドに行き、でき具合を見てから、日本に

送られて来る日を待ちに待った。9月7日横浜港

に到着、税関検査が終る9月10日に諸磯に機帆走

で回航した。10月のレースに間に合わせるべく、

週末は準備に追われ、やっとのことで関東外洋選

手権シリーズに出場できることとなった。

我チームのテクニックでは、この船は帆走させ

るのにかなりの戸惑いがあった。これは、まさに

大きなディンギーではないか、えらいことになっ

た。乗りこなすのには艤装が複雑すぎる。優秀な

セールメーカー（失礼）にサポートしてもらい、

年甲斐もなくどなられ、怒られ、やっとのことで、

出場できる状況ということに到らざるを得なかっ

た。これでやって見よう、まさに乗りかかったフ

ネであった。

フリート対抗チーム別にも諸磯としてエントリ

ーした。〈メルルーサ>、〈ラハイナ>との3艇であ

り、足を引ばらなければよいが、心配と複雑なス

夕一卜となった。

第1レースは初島レース。風は8～20ノットと

レースに最も望ましい風で初島に向けてのスター

トとなった。スピンを展開して、徐々に前に行く。

もちろん、大型の50フィートクラスはかなり前を

行くが、ワントンに肉薄して走れるのは何とも気

持ちがよい。いきなりマーク回航のレースでなく

てよかったと思いながらの帆走である。

初島回航まで||偵調な走りで、IMS-Bクラスで

トップ回航。帰路も走りかよく、夢心地の中で初

レースの勝利を味った。艇とセールと、乗り手の

サポートか勝因だった。

第2レースから第5レースまでは、マーク回航

のショートレース。IMS-AおよびIORの10分後

のスタートで、5レースともに20ノットの風か吹

いた。フルメイン、N0.2ジブ、N0.3シブを展開

してのレースとなった。艇が新しく、軽く、ニュ

ーセールか大きなパワーであった。これらの要因

が、風の細かい振れを見逃すことなく対処できた

ことに加えて、運もよかった。5レースまで全て

1位という恐るべき成績で、経験したことのない

ショートレースでの勝利となった。

最後レースは神子元島レース。このレースに勝

てればオールトップとなる。スタートからウェザ

ーマークまでが、どうもよいとはいえないが、長

い距離でもあり、それも気にかけずに行くかとい

ったところであった。

前のレースに比べて弱風でのスピンランが続く。

潮がいつもの様子とやや異なっている。陸側の走

－4－
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りはよくない。普通、神子元島レースは風強く、

波が高いのか通例だが、今回はいつもと勝手がち

がう。このレースは寒い上に白波がゴーゴーと声

を立て、神子元島周辺では波のくだける白さと、

あのあたりを通過するころが夜で横根や平根に近

いとすさまじいゴウ音を神子元島にたたきつける

白波が白い島を連想させるのだが、今年は静かだ

った。

島回りのレースを、思ったようなコースとマー

クすべき相手を捕えられなかったと思う。しかし

優勝1

艇を変えて、このような成果を得られる幸運は、

めったに得られるものではない。勝利の美酒は、

2日酔いにつながった。その上、諸磯フリートの

勝利という、我がフリートとて初めての画期的な

結果に結び付いた。〈メルルーサ>、くう八イナ>の

活躍は、我々の喜びを最高潮につなげてくれた。

フリートとしてこれ以上の感激はそうあるもので

はないだろう。
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諸磯フリート、関東選手権フリート対抗初優勝ノ

諸磯フリートフリーﾄｷﾔプﾃﾝ川久保史朗

おこないました｡80名の予定が幕を開けたら100名

以上の方が出席。お忙しいなか、関東支部長の古

川保夫氏にスピーチをいただき『普通ではこのチ

ーム編成はできないよ、立派なものだ。それにひ

きかえ我がフリートはだらしがない…』と自分の

フリートのキャプテンがいる前で熱弁を披露。そ

の後に頭をかいていたけれど、祝勝会は3艇を肴

におおいに盛り上がり、恒例の各艇代表によるカ

ップになみなみとつがれたビールの－気飲みで幕

を閉じました。最後になりましたが今回の運営の

皆さんご苦労さまでした。また、来年もうまい酒

が飲みたいものです。

りも、違うクラスのほうか得策と考え、Bクラス

1、Cクラス1、ここでBクラス〈あずさ>、〈ト

レーサー〉をどう選ぶか最後の決断。結果、新艇

くあずさ〉にすべてをたくし、レースに挑戦。こ

のチーム編成がずばり当たり、〈あずさ>Bクラス

1位、〈メルルーサ>Cクラス2位、くう八イナ〉

CR1位の成績をあげ、諸磯フリートが総合優勝

した。

この3艇にはレース前から優勝の暁には盛大な

祝勝会をやると言って八シバを掛けた手前、どう

してもやらなければならなかった。皆さんの熱の

冷めないうちにと、〈あずさ>の杉村氏のご厚意に

より、11月4日新宿住友クラブにおいて祝勝会を

関東選手権15回目にして、初めて我が諸磯フリ

ートが総合優勝。私としては、今回ほど最初から

ひょっとしたら勝てるのではと思ったことはあり

ませんでした。

諸磯から今回エントリーが4艇、CR1艇、

|MS3艇、これをどうチーム編成するかが最大の

悩み。今回取らなければ我々がいる間には取れな

いのではないかと思い、絶対安全なCR<ラハイ

ナ〉はまず決定。だが|MS3艇より2艇をどうす

るか…。新艇くあずさ>、〈メルルーサ〉そして実

力ND.1ミドルボート覇者くトレーサー〉…。一

任された以上、勝つ方向で選出しなければならな

い。得点上、同じクラスに2艇エントリーするよ

へ
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ツシュ時刻を予告した直後に風が落ち、フィ

ニッシュまで2時間もかかってしまい、この

時点で諸磯フリートの優勝はないと思って帰

港した。

翌朝レース結果､神子元レースの|MSのB

クラスで6位、フリート対抗の|MS-Cクラ

スで2位と聞き、諸磯フリートの優勝に貢献

できたことを確認し肩の荷をおろした。レー

ス全体を振りかえってみて、合までのIORib

CR艇の走りが何んであったかと思うほど、

スピードといい乗り心地といいすばらしい走

りをするIMS艇に驚嘆すると同時に、シビア

な走りを要求されるIMSレースの深みに八

マツダ感じである。

最後に毎度のことながら、レース運営にた

ずさわった皆様をはじめ、このレースにご尽

力してくださった方々に感謝しています。

<あずさ>IMS-Bクラス

前頁紹介

くメルルーサ>IMS-Cクラス

杉田泰一

<ラ八イナV>cRクラス
佐藤文昭 ●

●

インショアレースは我が艇には若干風が強

く、第5レースをおえた時点で3位。神子元

島レースが1位でなければ優勝はない。レー

ス前夜飾り棚に優勝カップの置場を設け必勝

を期する。

レース当日は我々のためにあるような軽風。

神子元島を回航した時、前を走るのはくプレ

イン〉だけ。差が開かぬよう風の振れに細か

く対応してコースを選択する。

結果は修正で1位。93年、94年に続き、今

年もCRクラス総合優勝。勝因は他艇がそれ

ぞれ勝ちを急いで崩れてしまい、マイペース

の我が艇に女神がほほえんでくれたのか？

何はともあれ諸磯チームの優勝にも微力なが

ら、お手伝いできて楽しいシリーズレースで

した。

●
●

川久保フリートキヤプテンから関東フリー

ト対抗に参加しないかとのさそいがあった

（本当は強制された)時､新艇になってKSC

6戦に1回参戦しただけで、ろくに練習もし

ていないことと、CRで戦ってきた我チーム

のレベルでIMSの世界で通用するか自信が

なく、不安であった。

結果は、1戦の初島レースは2位とまずま

ずの出足であったが、インショアレースでは

トラブルもあり苦戦。最終戦の神子元レース

に望みをつないだが、往路は風に恵まれ、神

子元回航を明るいうちにとの思惑通り、日没

前後に回航できた。城ヶ島沖の魚礁ブイに12

時頃戻ってきたものの、コミッティにフィニ
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●
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<メルルーサ〉

●
●
● ●

●
●
●

●
●
●

<ラ八イナV> ●
●
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小粒でびりっど，
6.5mによる単独大西洋横断レース、ミニ・トランサット95

ﾘポｰﾄ･写真/角晴彦

第1レグ（1000マイル）でトップフィニッシュをかざった

ブルニョン。艇は1991年のフィノーデザインだが、同型艇

の多くが上位にくい込んでいる。
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レースに先立ち90．傾斜試験が実際に実施される。イン

ナーバラストがどのような状態でも、海面から12m程

あるマストトップに45kgの重りをぶら下げてなお正

の復原力を持つことが要求される。

二京

大西洋では数多くの横断レースが毎年行われ

ているが、その中でもユニークな存在がミ

ニ・トランサットだろう。このレースは全長

6.5mのモノハルによる単独レースで2年に

一度行われる。艇は最小サイズながら、今年

の参加は39艇、多いときは60艇を超えるとい

う非常に人気の高いレースだbこの人気の秘

密は、艇が小さいゆえにレース艇の建造費が

安くすむこと。デザインの自由度が大きいた

め、デザイナーにとっても打鐡の場になって

いること。大西洋横断という、完走すること

だけでも大きな価値があるということ、など

が上げられている。外洋レースのあり方力論

議される今日、何か参考になるかと思い、リ

ポートさせていただくことにした。

向上のため、マスト前のセンター、もしくは

キール脇にダガーボードを備え、コンディシ

ョンに合わせて出し入れする。幅広のハルで

あるためラダーはツインで、強風のフリー安

定性のため、ラダーの前には2枚のダガーボ

ードを持つ。アペンデージの数は多いもので

実に7枚にもおよぶのだ。

立つことができない船内は、ウォーターバ

ラスト用の配管が目立つ。片舷200リッター

の海水を手動ポンプによりタンクに満たし、

バラストとすることができるのだ。このよう

なウォーターバラストはウイットブレッド

60で採用されているが、元々ミニ・トランサ

ットが最初だと言われている。

レースコースはフランス西部に位置する港

町ブレストから力ナリー諸島の北に位置する

ポルトガル領マデイラまでの約'000マイル

が第｜レグ。マデイラから力リブ海のフラン

ス領マルチニークまでの約3000マイルが第

2レグとなっている。

悲しいことに今回の第｜レグで｜人の行方

不明者がでた。コンディションは悪くなかっ

たので、落水が原因と考えられる。ゴール付

近の海域でボートだけが無人で発見されたの

である。ボートは無傷で、船内も整然として

いた。

最近のミニ・トランサットは前回、前々回

と第｜レグが大荒れに荒れ、犠牲者を出してへ
いる。それでも、レースは今年も行われた。

4識生者を出すことは辛いことであるが、それ

がヨットレースを中止する理由にはならなか

った。航海中の乗り手の安全は、乗り手自身

の責任で瑠呆するという大前提が尊重されて

いることに加え、このレースがセーラー、デ

ザイナー、運営、その他レースに参加する仲

間達のためのレースであるという事実が強く

託識されているからに違いない。かれらはレ

ース開催をあきらめることを拒み、犠性者の

弔のためにも、ルール改訂を続けながらでき

る限りの安全|生を確保し、しかもレース本来

の精神を失わせない努力を続けている。

レース艇を見てまず驚く。全長6.5mに対

し､最大幅が3m弱ある。どう見ても我々がよ

く目にするセールボートの比率とは異なり、

極端に幅広だ。また、リグが巨大だ。マスト

は高さ|2m･メインはフルバテンで、30m2は

ありそうだ。バウには、左右に振ることので

きる長いボースピリットが読苣され、最大60

m2ものジェネカーを展開する。水面下は、ア

メリカズカッフ艇がおとなしく見えてしまい

そうなアペンデージだ。非常に細長いカーボ

ンキールストラットの先端に300kgのバルブ

がぶら下がり、吃水は2mに達する｡時にキー

ルは左右にスイングする。また、上りの性能

レース艇のほとんどはウオーターバラストを装備している。

片舷最大200リッターまでの海水取込みが許され､配管はさ

ながらウィットブレツド60のミニチュア版だ。

もちろんミニ・トランサットの方がアイデアとしては先だ。

一－
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｢さよならバージン」

第5回湘南バージンレース
I③樹暉r,

71k軍

司虫一必

能 條秀夫リポート／関東支部フリート委員長

戸司

今回で5回目である。今まで色々なバージンレースを行なってきた。

第1回は｢バージンてなんだ｣、「2回目でもバージン」etc.…。若手

クルーの練習の場として参加していたトップレーサー、家族3人での

ファミリーレーサー､OLをのせての職場レーサー､そして固定客も増

えてきたレースである。アビームで行ってアビームで帰ってこれる日

もあって、やさしいアットホームな、レースであった。しかも、エン

トリフィーが無料ときた。最大50パイのエントリーを見た。毎回風に

も恵まれたレースであった。10マイルを1時間30分から2時間弱の展

開である。また、クラブレースらしく当日の海上エントリーをも認め

た。第4回目からはショツトガン方式を採用し、Aリーグ、Bリーグ

とわけて「ホームポートの近くがスタートライン」をコピーにレース

を運営。このレースを支えたのは会員がより多く参加して楽しもう、

また楽しんでもらおう、のお祭り精神である。
へ
OFFSHORE誌に差し込んであるエントリー用紙をNORCに

FAXする……これでよし。艇長会議もなし、パーティもなし、お金の

かからない方法を考えた。

そして毎回、シーボニアマリーナ、逗子マリーナ、には本部艇を無

料で提供していただいた。葉山マリーナーには回航ブイを設置してい

ただいた。この3マリーナには本当にお世話になりました。ありがと

うございます。植松帆走委員長が毎回レース委員長をつとめ、シーボ

ニアの歴代FCが本部艇に乗ってのレース運営であった。レース結果

は即日着順表を出し、池内通信委員長のご尽力で、テレフォンサービ

スにてレース結果を知ることができる。修正タイムの成績表はFAX

サービスにて受けられる。

11月5日、第5回のレースは快晴､北の風6～7m/S､参加35艇｡AB

両リーグとも11時スタート。この日はヨット日和とみえて、相模湾は

学生のインカレ、OPクラスの日本選手権など満員の状況であった。

粛々とレースは進められ、14時には全艇フィニッシュを見た。私にと

ってこれが「さよならバージン」である。

ご協力いただいた関係各位には心より感謝申しあげます。来年度は

人心一新される支部新執行部のもと新しい企画での「ニューバージン

レース｣が行なわれると思う。THENEXTo乞うご期待｡GOOD

BYE。

第5回湘南バージンレース総合成績

Aリーグ参加艇数26艇

Ｌ
ｏ
ｌ
Ｏ
弘
Ｎ順位 艇名 艇種 オーナー名 フ|ノート

溝口哲也

硲俊弘

栗林定友

平松栄－

小板橋博行

勝呂忠

和久井喜治郎

浜村尊司

平田克己

飯島茂彰

石川幸久

能條秀夫

ア
ア
ア
ア

磯
壺
一
一
一
一
一
一
壺
壺
壺
壺
島
壺
一
一

二
小
睾
小
苧
小
ノ
〆
等
小

諸
油
一
一
一
油
油
油
油
江
油
一

、
ン
、
ン
、
ン
、
ン

蜘
一
郡
一
”
｜
碓
一
麺
一
切
一
廼
一
調
一
秘
一
郭
一
郊
一
癌

0，ROKU,O

RlPPLEIII

KAYSEVEN

lNDEPENDENCEV

BASlC

TORNADOⅢ

AKlZUKl

CARlBEANlll

MARTHA

YURlKO

MOREJOYSlETE

ROUGE

FARl220

YOK31SR

ODA－45

YOK3OR

YOK28

SWlNG31

FARR31

YAM30S2

WAG－34

BLT35

FST41S5

YAMR3011

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
’
９
｜
旧
一
Ⅱ
｜
吃

Bリーグ参加艇数6艇

Ｌ
ｏ
ｌ
Ｏ
弘
Ｎ順位 艇種 オーナー名艇名 フリーI

山
子
山
子
子
島ノ

葉
逗
葉
逗
逗
江

後藤豊

三宅直晴

山本昇

世良直彦

後藤裕

新堀武儀

郵
一
雅
一
郵
一
麺
一
心
一
銅

GERONlMO

JEREVlENS

SUNRlSE

SEAHAWK

ARECANBA1

SPRlNG

FAR｜O20X

lMSl03011

YAM2611S

J/V40

FARR40

J－33

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
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新しい風に､新しい帆を(その9）
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関東支部規約運営等検討94年'2月設置特別委員会

略称9412委員会委員長高田尚之
●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●■●●●●●●●C●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●C●●●●◆●●●●●●●●●●●●①●●●●●●●●●●

今回は、委員会が本音睡事会あて提出した「9412委員会総括と今後

の展望」を中心に、皆様にお話ししたいと思います。

すぐには、支部は細分割に踏み切れないでしょう……

9412委員会は､翻犬の関東支部の細分割による小活動単位での活動

が、今後の関東水城での活力の源泉として不可欠な要素であると認識

していて、またｲ馬義員も圧倒的多数が支部の細分割を支持しました。

しかし、現段階では会員の意識が必ずしもその方向で理解がすすんで

いるとは9412委員会では認識していません。

そこで、ただちに細分割の方向に向かって会員が一致して動き出す

とは判断していません。現段階で「区割り委員会」または「小活動単

位確定委員会」などを設置して、細分割の方向に早急に踏み切るのは

時期尚早と考えています。今後とも会員のみなさまにはいろいろの面

からのご説明が必要と考えられ、また、会員のみなさまからの素直な

ご意見も伺わなければならないと考えています。

関束支部の細分割の目指すところは、巨大化した関東支部を分割し、

民主化し、支部業務の簡素化、合理化をlxIることです。一方では、自

然発生的にできたクラブとNORCの組織とが共存を図るために、現行

のフリートを現実にマッチした組織に変更していくところにあります。

いずれの課題も、組織を小さくしてボランティア活動により経費を

吸収していくところ、および自然発生的にできたクラブとの競合関係

を脱するところに主たる視点があります。これらは本部との分離問題

とともに、』‘蝉本的に関東支部の基盤整備としてとらえる必要がありま

す。

それまでのコストを誰が、どう、負担するか……

しかし、これら基盤整備のためには、一時的にもせよ、時間･混乱・

費用の発生等いわゆる「基盤整備のためのコスト」の発生が考えられ

ます。これらコストのうち、だれが、どう、その費用を負担するかが

一番の問題となります。

本部と関東支部の分離に|典lするものについては、すでに億義員会の

承認を得たところですが、その他の部分については未確定となってい

たため、9412委員会ではその対策として関東支部基金改定案を用意

し、代議員会の議決を待つこととしました。

基盤整備のために、一時的にもせよ、発生するコストのうち、愛用

については会員の会費値上げによりまかなうか、もしくはすでに蓄積

された金額を転用していくか、のどちらかしかありません。

9412委員会の判断では､翻犬での会費値上げは会員の脱会を促す要

素となり、採用すべき方策とは考えません。そこで、基盤轄備のため

の費用は、関東支部会員がすでに積み立てている支部基金を転用する

の力得策と考え、これについて支部基金の規約改定を審議し、案を決

定し、すでに倦義員会に議決をもとめて関係機関あて提出しました。

ただ、9412委員会では、関東支部の基盤整備という名目で、関東支

部基金が勝手に使われることがないように、倦義員会での監視を強め

られるよう閲聴をしてあります。

関東支部が細分割後に目指す、小活動単位とは…･･・

関東支部の細分割により目指す小活動単位とは、現行のフリート単

位ないしは少数フリートの集合体および、その地域々 で々実際に外洋

l帆走艇およびその乗員をとらえている集団を含めた団体を想定してい

ます。ただし、現時点では、その集団のうちいわゆるクラブはNORC

の規則の範蒔外であり、NORCの規約上の最小活動単位では、たとえ

それが形骸化しているとはいえ、フリートということになっています。

その地域ごとで実際に外洋帆走艇およびその乗員をとらえている集

団力罫クラブである場合は、その集団の中で中心的活動をしている人々

はNORCの会員であり、クラブでは構成員の一部でしかない場合も多

くあります。フリートはその中心的活動をしている人々と連携をとり、

程極的にその活動集団と同化し、やがてはその集団全体と同一の目標

のもとに対外活動をするように努力する必要があります。その対外活

動の目標がNORCの目標と雌終的には一致する姿が一番望ましいと

いえます。

現段階では、各地に自然発生的に発足しているクラブとフリートと

の密接さ、NORCの内部でのクラブのポジションの未確定から考えへ

て、ただちにクラブとの連携をフリート主導で求めるのは困難と考え、

フリートとクラブと力疽いに連携ができるよう、またクラブがNORC

の組織を意識するよう、関東支部全体として政策的に活動・誘導して

いくこと力極めて重要であると考えています。従って次期の関東執行

部の舵取りがきわめて大きく今後を左右することになると思われます。

分割までには、トライアルを…

いままでお話ししてきたことからも、9412委員会がなぜ関東支部の

細分割については、1～2年の演習期間を設け実施に踏み切ることが

望ましいと考えているかがお分かりいただけたかと思います。この期

間中に、関東支部の活動を事務面と事業面（事業に附随する事務はこ

れに含む）に分け分析することになりましょう。

事業面は事業をフリートに完全におとして、小活動単位での自主的

運営にまかせ、小活動単位の区割り形成に向け準備をはじめて、問題

点の摘出をしなければなりません。1～2年の期間をかけてフリート

はクラブとの連携を模索しながら活動することになります。一方、事

務面は従来の事務局を中心に、当面は従来からのやり方を踏襲しなが～
ら執行し、同時に業務分析をして、関東水域全体で考えなければなら

ない事務、各小活動単位に分担してもらうべき事務に業務を分け経済

面および労力積算を加味して考察する必要があります。これらの演習

を経て関東支部の分割単位の範囲を決定するのがベストと考えられま

す。

この段階で、本部にしてもらいたいことは…

一方、関東支部と本部との関係は平成7年7月26日の代議員会決議

に沿って施策を確定していく必要があり､現行､NORCの規約卜位潜づ

けのないクラブの正規な位置づけや関東支部が小活動単位に分かれて

いくための誘導策的な政策変更について本部との間で議論の場を設け、

それらを早急に確定するよう、本部に要求することが必要となります。

また、各活動単位力括動するにあたって、ルール、審判等レース事

業で、また、クルージングでの泊地の確保など、他団体との摩擦を回

避する意味からもJYAとの共管団体構想の実現、それが早期にできな

い事情のあるときは、JYAとの事業境界部分の早期確定を図ること等

を本部に要求し、本部に一層の努力をしてもらうよう要請する必要が

あるでしょう。（つづく）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●｡●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●①●●●､
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NORC海岸局訪問記(その7)
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おたるえぬおうああるしいよづと局

謬
一
、
↑

韓
将
さ
鍔
確
幸

鍛
》
溌

謬

たる し よ とつ
(小樽ヨット局）

蟻“職

、篭
ZT淨騨燕由¥d,'

‘鶴

旦鍵*
露一

,鶴､識熟:;《‘
~~晶誌唖鍾弾晶踊冤審

北海道支部通信委員長早瀬次郎

北緯43度'4分01秒、東経'41度01分08秒。

北海道ﾉ｣樟市祝津3丁目に祝津マリーナがあ

ります。このマリーナの無線室の一角を借用

して「おたるえぬおうああるしいよっと」海

岸局が今年6月’4日開局しました。’56.575

MHz･7Ich・IOWです。

この海岸局開局にあたり北海道支部の会員

から2年程前から安全航行とレース運営に役

へ立てるために海岸局の開設を望む声が出され

ていました。北海道にはこれまで室蘭に国際

VHF7ICH20W、の海岸局がありましたが、こ

れは'989年に開催された日本海国際ヨット

レースをサポートすることを主たる目的とし

て、レース実行委員会が北海道マリン無線協

会にお願いして、室蘭漁業無線局内でレース

期間中に運用していただいたものです。おそ

らく国内ヨット用としてで71CHをNORC以外

に許可されたのはこれが最初で最後ではない

かと思います。

その後、北海道の遠洋漁業はロシアを含め

操業環境は厳しくなるばかりで母船、独航船

の数は最盛期に比べれば極端に少なくなりま

した。そしてこれに伴い、道内の各漁業無線

局も縮小されているようです。このような状

況ですから、室蘭の海岸局も今年7月を最後

へこ漁業無線局とともに廃局になってしまいま
した。

ノ｣樽NORCヨット局開局あたっては恒久的

に運営するためにはと←うするかを第一に作業

を始めました。しかし、会員の中に無線従業

者の該当者がいないため支部事務局の鈴木さ

んと打ち合わせをし、北海道マリン無線協会

の愛澤さんに相談することになりました。愛

澤さんは海の安全のためと、予算のない状況

を承知で|央〈開局に関する全てを引き受けて

くださいました。電監との交渉から機器の設

置、開局後の運営の受託まで親身になってア

ドバイスや作業をしていただき、NORC海岸

局開局にこぎつけました。当初の予定ではゴ

ールデンウイーク前に開局することになって

いましたが、「さけ、ます｣漁船の電監検査が

長引き6月の開局となりました。北海道マリ

ン無線協会のご理解をいただき､支部会員(マ

リンVHF開設艇)はNORCおたる局に所属する

と自動的にマリン無線協会会員にもなり、

77．87CHでも通信できることになりました。

さらに、函館、苫'｣牧などマリン無線協会の

海岸局とも通信を可能にしていただきました。

現在の悩みはなかなか船舶局の開局が進ま

ないことです。これからは会員の皆さんへの

PRをもっと積極的にしてこの波をおおいに

利用していただきたいと考えています。最後

にこの開局作業にあたり祝津マリーナの諸睾

専務、本部の池内通信委員長、猪俣さん他皆

さんにアドバイスや情報をいただきましたこ

とをこの紙面を借りてお礼申しあげます。

（完）

！
二f

I

心
II
pI

蕊！〃■Tf逵鳶覇
...ご_一割……狸...､且．．_と...y･’四

祝津マリーナにある小樽ヨット局

●設備

送受信機日本無線

JHS-300国際VHFIOW:

アンテナ日本アンテナ

HG-|5013段コーリニア型i

t也上高22メートル

エリア石狩湾をほぼ全域カバー：

オペレーター四海通4名、二海特2名；

無線室

霊

<たか>提訴シリーズ(第20回）
客… …蝿 酷

お知らせ JGYR92訴訟対策委員会服部一良

今回は、前回でお伝えしたように、’0月’2

日に東京地裁で行われた佐野三治氏の証言の

公式な調書を、ご紹介するつもりでしたが、

オフショア原稿の〆切までに、資料が入手で

きませんでした。東京地裁は、例の空前の裁

判のラッシュのために、出入りのチェックは

国際空港なみに厳重になって、これはともか

く、裁判官はもちろん事務方の方々もおそら

く超多忙、まさかその影響とは思いませんが、

ちょっと通常よりは遅れているようです。代

理人のお話では、｜|月中には大丈夫だろうと

いうことなので、次回にはお伝えできると思

います。すみません。

－9－



専務鰻事埴原洋利｜<たか>裁判対策臨時会費の徴収について

<議決事項＞

｜，徴収期間：当該裁判が結審されるまでの

期間

2．徴収額：特別会員8,000円

正会員2,000円

3．徴収方法：各支部の定めるところによる

＊こ･不明な点は各支部事務局にお問い合わせ

願います。

裁判費用が必要とされています。

このような事情をこ賢察の上、平成7年度

のくたか＞裁判対策臨時会費の支払い方を各

支部会員の皆様にお願いする次第です。

なお、上記のくたか＞裁判文様臨時会費の

徴収については､第'27回理事会('993.'2.4）

の承認を経て、第'6回代議員会('994.2.'9）

の議決をいただいております。

OFFSHORE誌面で連載中の〈たか＞訴訟シ

リーズですでに会員の皆様にはご周知と存じ

ますが、’92ジヤパンーグアムレースのくたか＞

訴訟裁判が、東京地裁にて本格的審理にはい

りました。

現在までのNORCが負担している裁判直接

費用は約900万円となっており、今後も審理

しだいでは長期的に間接費用を含めて多額の

’ 関東支部財務委員長鈴木保夫関東支部基金の増額分徴収方法について

●1996年度(平成8年度)関東支部年会費徴収額OFFSHORE|月号でもお知らせいたしましたが、平成6年度支部総

会において関東支部基金が､年額|,000円から2,000円に変更されまし

た。

平成7年度より徴収の予定でしたが、都合により、平成8年度に、

平成7年度分未徴収金|,000円(差額)を8年度分に加算し徴収させて

いただくことになりましたので、その点をご理解いただき納入してい

ただきますようお願いいたします。

(単位：円）

96支部基金

2，000

2，000

2，000

95未徴収金

’'000

1，000

1，000

96年会費

22，000

9，000

5，000

直
〈
０
０
０

宮
０
０
０

十
０
０
０

二
一
口
Ｊ
Ｊ
〃

合
謁
旧
８

特別会員

正会員

準会員’
へ

＊ご不明な点は支部事務局にお問い合わせ願います

蕊漁蕊Ⅱ
妙一

ヶ勺

§尋“
鴇舞鐵蕊
､溌噛乳葦

1996年相模湾新春親善レースのお知らせ

NORC関東支部

シーボニァフリート

平成8年｜月2日（火）スタート｜｜：00(予定）

LOA39ft未満|0,000円、39ft以上|5,000円

平成7年'2月’9日CkLレイトエントリーは|2月27日(和

'7：00まではNORC関東支部、以降は当日レース本部に

て8：00までとする。

また出艇料は3,000円増とする

●艇長会議：平成7年'2月’9日（火）

●場所：国立教育会館602中会議室

詳細は関東支部事務局までご連絡下さい。

●主催

●主管

●開催日

●出艇料

●申込締切

マリンアクセサリー

マリンカジュアルウ

マリンインテリアの

Ⅱ■■■■●

ウェア・

刀トータルショップ

4d""cEMIMi"伽eSrn e
＝

ダ 口口

＝<＜ら＝言歩 三

へ

し
｢マリンヴァンス海外
通販カタログ会員募集喰物

言舌爵逼のUSAトッブマリンカタログ

WESTMARINE社製恥戒SuWIリのｶﾀﾛグ掲載商品が手に入りま宙
詳し〈はお問合せ下さい

鞭
Ⅸお向合せ卜己い。

－－－~－ー…"－=＝｜

鰯e
|。便利な全国涌檮販売をご利用下さい。

■お電話､FA×でもご注文いただけます｡
■メーカー､型番､色､サイズ､納期を確脚の上注文して下さい｡
ご注文の商品は銀行振込確認後､発送させて頂きます｡又は、
代金弓|換発送とさせて頂きます｡
■振込料はお客様負担Iこなります。
<振込先＞マリンヴアンス三和銀行横浜支店嘗19081

振込は電話にてお願いします｡
TEL：045-681-0943FA×：045-641-1503

Jfa
マリンヴアンス/〒231横浜市中区相生町6-104TEL(045)681-0942㈹
平日AM10;00～PM7;00休日日･祝･祭日 各種クレジ･ソト取扱い及び通信販売取扱
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:オリジナルスカーフを各1名様に
■

§提供/A.G.ACorreaJAPANBO468(57)6663
:高名なジュエリーヂザｲﾅー であり社長であるAnthonyG.A.Correaのイニシアル
目にちなんだブﾗﾝド名､、A.G.Aも独特な金弗I虹の技術のタークスヘッド編みに代表
■

冒されるA.G.Aのジュエリーは、そのデザｲﾝコンセプトを船に追求し続けてきまし
胃た°そのｾﾝﾀー ｵプｴフォート(ｾー ﾙの刷王中心)のビｱｽ(18K)とA.G.A.オリジ

目ナルスカーフを各1名様にプレゼントいたします。
■

目希望される方は、ハガキに住所・氏名・年齢・通話番号・希望商品の別、NORCの

首会員番号･所属フリート･所属艇名･OFFSHOR誌の感想をご記入の上、12月27日ま

旨で必着にて「OFFSHORE編集部読者プレゼント」係までご応募ください。
■

胃★11月号のポーラテック300ブﾙヅﾝのプレゼント当選者は抽選の結果､中嶋由美子
胃（大阪府)、竹内肇(東京都)の2名様に決定しました（敬称略)。

A.G.A.Correa's

R!Turk'sHeadJewelly

■

■ ■
■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロﾛ■■ロﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

毎年好評のNORCカレンダーが完成しました。
1996年度版NORCカレンダー頒布開始(毎年完売のためお申込みはお早めに）
オールカラー7枚綴り定価2.000円（送料・税込）

お申し込みは現金書留で細日本外洋帆走協会本部事務局カレンダー係まで。

へ

￥

… 激唖

L蕊

表紙 1．2月 3．4月 5．6月

ムーー．4－

7．8月 9．10月 11，12月

へ

｢さよならバージン」第5回湘南バージンレース…･…･……………･…7

新しい風に、新しい帆を（その9）…………．．……．．…･…………．．…”8

NORC海岸局訪問記（その7)……………………‘…．．……･……･･…9

<たか〉提訴シリーズ（第20回）“･………･……………………………･･9

お知らせ……………………･･･…･……･･……･……･･…･…．．…………･･･…10

読者プレゼント･NORCカレンダー頒布開始｡.…････…………………11

OFFSHORE1995年12月号(No.242)目次

第25回八丈島レースを完走して….．……･………．.…･………………・

IMSクラスに移行したIOR艇のシミュレーション…･･…･……･…

関東選手権シリーズウィナーズコメント･…………，．………………・

6.5mによる単独大西洋横断レース、ミニ・トランサット95……．

１
３
４
６

ａ
ｑ
Ｇ
Ｇ

ｃ
●
●
●

①
凸
●
●

介したくフジV>の進さんはその後、海の上で他

艇から声をかけられることが多くなったそうです。

ヨット同士、おたがい海の上では顔を知っている

カミオカで会って話すことはないというケースが

多いもの。相手のことは、風の噂を聞く程度に留

めてしまいがちですが、ちょっとしたきっかけで

気軽に声をかけられるようになるものです。この

記事も､そんなお役に立てられたら幸いです｡なお、

今月号ではお休みさせていただきましたが、次回

新年号では4謡ﾘ企画として3人の女|生セーラーに

よる醒炎会を予定しています。ご期待ください。

一方､諏酊に対する要望で多いのは､｢地方支部

の様子」と「各委員会の活詞献況」の2点です。

みなさん同様､作る側もこれには頭を悩ませてい

ますが、来年度からは工夫を凝らして少しでも協

会全体の素顔力誌面に反映されるよう努力するつ

もりです。本年同様、来年もよろしくお願い申し

あげます。良いお年をお迎え下さい。

表紙：秋の南フランス･サントロペに紡うヨット。

撮影／添畑薫

關團圓函、

読者プレゼントのコーナーを通じて、猿志に関

する会員各位のご意見が多数寄せられていること

を､以前お伝えしました。そのなかで､｢興味を持

って読んでいる」という投書が多いの{よいまの

ところ・〈たか＞訴訟シ'ノーズ･ジュ'ノールームよ

り・女性セーラーのページの順となっています。

上位2つは「遭錨と「ルール」といったセーラ

ーにとっては切実な問題。どちらも硬い内容の記

事になりがちですが、みなさんの関心の高さに筆

者の方々も大いに励まされています。

また､･女性セーラーのページは特に切実な問

題とはいえませんが、考えてみれば普段ちょっと

気になる身近な話題ではあります。先月号でご紹

OFFSHORE242号

第242号平成7年12月15日発行

f'〃llIull51-I発行

Ii郷1152年7j121p節三郵便物認~IIJ

1部定{||ii300円（郵送料別）

発行社|､｝|法人日本外洋帆走協会

発行人浅野英武／編集人市川和彦

東京都港区虎ノ門1-11-2(第2船舶振興ビル5階）

′,世話・東京03(3504)1911

FAX・東京03(3504)1914〒105

郵便振替番号2～21787

印刷株式会社気生堂印刷所
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アメリカでも有数なエクゼクティブの避暑地､メイン州ウィスカセット地方｡その美しい森と入り江に

囲まれたAG.Aのショールームは､いつも多くのﾖｯﾄマン達で賑わっていますbAG.Aはデザイ
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SingleStrandTurk'sHeadRing¥30,000¥37,500
TwoStrandTurk'sHeadRing¥67,500¥82,500
ThreeStrandTurk'sHeadRing¥82,500¥97,500
FourStrandTurk'sHeadRing¥97,500¥112,500
SingleStrandTurk'sHeadPierce¥45,000¥54,000
TwoStrandTurk'SHeadPierce¥85,500¥102,000
Turk'sHeadBarrettes/Large¥150,000¥180,000
Turk'sHeadBarrettes/Small¥78,000¥90,000
SingleStrandTurk&HeadBracelet¥112,500¥135,000

TwoStrandTurk&HeadBracelet¥221,000¥266,000
ThreeStrandTurk&HeadBracelet¥301,500¥364,000
FourStrandTurk&HeadBracelet¥386,000¥465,000

FiveStrandTurk3HeadBracelet¥491,000¥589,500
SixStrandTurk&HeadBracelet¥615,000¥738,000

他にもAnchorchain,ShacMe,ComPass,Knol,BIockなど､ヨットがモチーフのハンドメイドジュエリー

が多械ございます．(Men's/Iady's)
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¥64,500

¥48,000

¥289,500

¥262,500

¥195,000

¥292,ﾗ00

18k

￥78,00(）

¥57,000

¥349,000

¥315,000

¥237,000

¥352,500

SHAC"EJEWELRY

LargeWorkingShacklePierCe

OriginalWorkingShaCklePierCe
ShackleBracelethrMen

ShackleBraceletfbrLady
MiniamreShackleBracelet

ShackleBeltBuckle(fbrl''Belt)
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い

お問い合わせ、カタログ請求は｡…

A.G.A.CorreaJAPAN
〒240･01横須賀市秋谷5260-16･Monday-Friday(9:00am-5:00pm)

TEL・O468-57-6663F汎XO468-58-O267

側⑩釦1dAGAMretrademarklbrA.G.A.Correa(X)mPany.CopynghIA.C.A.Corrca1995.AllRiJIIsReselved
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|MS－CSAMOA－VI

|ORARECANBAY

■関東フリート対抗レース

関東外洋ヨット選手権シリーズ1ggg

1MS-AクラスSEAHAWKHIGH5優勝

IMS-BクラスAZUSA優勝

IMS-CクラスSAMOA-Ⅵ優勝

IORクラスARECANBAY優勝

CRクラスLAHAINA-V(一部使用)優勝

■ヘインズカッブ選手権

ヨッティングシリーズ1ggE

総合IBIZA優勝
÷

|MS－ASEAHAWKHlGHS

■シアトルカップヨットレース1g9E

IMSクラスSUMMERBOY優勝

CRクラスCOWBF1J.優勝

■KYCウィーク

J24クラスWINDSAILOR優勝

ミドル･スモールボートカップレース

IMSクラスTHIRTY-V優勝

ビックボートカップレース

IMSクラスAOBA(一部使ⅢI)優勝

DIAMOND
sailmakers
Japan ／／
●鎌倉ロフト／

鎌倉市台4-3-27TELO487(45)BBBBFAXO467(44)@777

●神戸ロフト

神戸市須磨区衣掛町4-1-25平野ビル301号TELO7B(784)1125FAXO7B(734)1124
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古代ローマ帝国建国の祖､英雄"ロムルス"の名を戴く時計｡コルムから。
、

《写真仕》Ref.4390321V48(18KYG/SS､クオーツ､カレンダー､ブレスレット付)¥380,000(税抜価格）

国建 雄

真 ー

ｺﾙ仏､日本総発売元日本菊子卜椛式会社〒101東京都千代田区神田松永町18ビｵﾚ秋葉原TEL.03(3253)1331/〒542大阪市中央区西心斎橋1-15-7心斎橋ｱ-WﾋｼしTEL､06(281)1831

●カタログご希望の方は､ハガキに住所･氏名･年令･職業･芯鑑番号を明妃の上､上記のカタログ係までご痢求ください。

〆

■写真の製品は全国のｺﾙﾑ･ｳｵｯﾁ正規特約店にてお取扱いいたしておりまれ函館阿武/札幌三越･東急･そごう｡丸)卜今＃:．欝災常責･ｵパﾗ,建永時I汁賎/旭川涌武･秋川堂/仙台ams禰武･三越･藤崎/郡山丸井/水戸丸井／土浦ﾒL井/筑波

IHi武/日立ボﾝべﾙﾀ伊勢接/宇都宮西武/大宮妬晶屋･そごう･丸井/浦和伊熱))/川口そごう,jL井/草加丸井/柏そごう･ﾒL此/松戸伊傍丹･そごう/船橋丙武･そごう/千葉三越･そ毒/東京･近郊高島屋(､本僑･立111.二脚11･横浜)･IHj式(渋芥･池炎･川埼･

所沢)･三越(日本橋･池袋･新宿）・大丸(東京)･伊勢丹(新宿･立川･杷模原)･京王(新宿)‘小1,急(新宿,町田)･松坂屋（上野･銀順)･松略(銀廉．i児原）・東急(本店･東横･吉祥･寺･町胴)‘近鉄(吉祥-寺)･そごう(横浜･多暇･ｲ楽町･八王f)･jLﾉﾄ(中野･上

野･錦糸町･渋谷･池袋･新宿･岡分寺･大井町･町111･横浜･戸塚)・ピサ(東京プリンス)･和光･犬賞堂(銀座)･ﾖｼﾀ゙ (幡ヶ谷)･さ(､かや(横甜噸)･ﾚｸﾚﾄ゙ ﾙー（ｲﾝべﾘｱﾙプﾗサ)/新潟伊跨丹/松本フキザワ/沼津函武/静岡禰武･タカラ堂･松坂雌･丸井/浜松

IRj武･松菱/焼津ﾑﾗﾏｯ/旦田そごう/金沢大籾･名鉄丸越/福井バﾘ/名古屋焔鉄･松坂蹄・丸栄･三越･長弁川時計菌/■橘1月i武/大津内武/京都踊島膿･大丸･響多llI･近鉄･等内/奈良そごう/和歌山ジｮｲﾏﾂバﾗ･大丸･近鉄・ﾒL正／大阪高

Ib鼎(難波･堺)･そごう(心斎椿)･西武(八尼･研槻)･近鉄(阿倍野･上六)･大丸(心斎描･梅111)･販急(梅田)･阪神(梅田)･松坂膳・三越･やぶ内時jf鋪･才－4ﾗゾｭｴﾘー ･ケルエ･京阪･‘低丁略・ヤマシナ(虹の街･生野)･大北(岸和iⅡ)･こやなぎ時計店･仲庭(総本
Il1;･三番街店)･尚美堂.まるき宝飾/神戸大」し･そごう･ｶﾐｵ.(サンプラザ･ﾄｱﾛー )･三嵩時計店/塚ﾛIRI式(つかしん)/加古川そご､う/姫路ﾔﾏﾄﾔｼｷ/岡山商約尾･尺満歴･ﾄﾐﾔ/広島そきう.卜．付時I汁噛/松山ダイアン･いよてつそごう･三越/香川〆ｲｱﾝ･三越／

徳島そごう/高知西武･大丸/福岡タイムブテ･ソク(淵Ⅲ尾ソルプラザ),大ﾒL/小倉井筒W久留米粁111尾･長野蹄汁店/熊本嵩lIILW長崎イノウエ･ゲﾚｲｽﾀｶﾀﾆ/佐世保ﾐﾂﾉ/佐賀ｼﾙｸﾛー ド/宮崎ジｭｴﾘー ポｯｸｽ八木･擶本時iH･店/鹿児島llj形随


